
　本院では、より潤いのある病院にするため、ボランティア活動への参加をお願い
しています。資格等は不要です。新しく広くなった新外来診療棟等での診療を円滑
に進めるため、より多くの方のご参加をお願いします。

　主な活動内容：外来患者さんの受付のサポートや、院内の施設案内など
　お問合せ・お申込み先：看護部（ボランティア・コーディネーター）（075－251－5281）
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世界トップレベルの医療を地域へ

基本方針

病院理念

● 高度で安全な医療を提供します。

● 患者様の権利を尊重し、患者様本位の医療を提
供します。

● すべての医療人は互いに連携し、チーム医療を
推進します。

● 新しい医療を開発するとともに、未来を担う医
療人を育成します。

● 京都府における基幹病院として、地域医療に貢
献します。

患者様の権利
● 個人として尊重され、平等に良質な医療を受けることができます。

● わかりやすい言葉や方法で、十分な説明を受けることができます。

● 医療に関する個人情報やプライバシーは、保護されます。

● 診療録等に記録された自己の診療内容について、情報提供を受
けることができます。

● セカンドオピニオン（他の医療機関等の意見）を希望される場
合は、紹介を受けることができます。

1. 特集／新外来診療棟での診療スタート
2. 院内取組紹介／ひだまりサロン～がん患者・家族支援検討会～
3. トピックス／東日本大震災被災地支援活動報告
4. 健康・予防の豆知識／誰でもできる車いすからのラクラク移乗の設定方法
5. 病院からのお知らせ
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1

開催日時 内　　　容

会　　場 定　　員

参加費

無料

問合せ先

がん患者・家族
サロン

本院の認定看護師らが、毎回テーマに沿ってお話をします。
また、みなさまからのご質問にもお答えします。

テーマ
症状とその対処⑦「痛みの伝え方」

8月10日（水）
13:30～15:00

京都府立医科大学
がん患者・家族支援
検討会
075-212-5426

テーマ
症状とその対処⑧「化学療法と食品」

9月7日（水）
13:30～15:00

テーマ
症状とその対処⑨「むくみ」

10月5日（水）
13:30～15:00

本院　新外来棟１階
カンファレンスルーム

約20名
（事前申込不要）

（共　　　通）

2 会　　場 定　　員 無料近視矯正手術
LASIK 説明会

近視手術レーシック普及のため、眼科学教室
が開催している一般市民向け公開講座です。

眼科　
075-251-5578

京都府立医科大学
北臨床講義棟　

約130名
（事前申込不要）

10月1日（土）
13:00～13:30

3
会　　場 定　　員

無料
第２回
眼科府民講座
「角膜、眼形成」

患者さんへの情報提供のため年４回眼科が
開催している一般市民向け公開講座です。
今回のテーマは「角膜・眼形成」。 眼科　

075-251-5578

京都府立医科大学
北臨床講義棟

約130名
（事前申込不要）

10月1日（土）
14:00～16:00

4 会　　場 定　　員 無料
第13回
歯の健康講座

高齢者の方のお口の機能についての講演を
行います。

歯科　
075-251-5043

京都府立医科大学
基礎医学学舎１階

約100名
（事前申込不要）

10月8日（土）
13:00～16:00

平成23年7月～

病院からのお知らせ
（１）イベント・講演会等のご案内

事　　　項

1

時　　期 内　　　容 問合せ先

予約通知
メールシステムの
利用受付を開始し
ました

平成 23年 7月 1日から、平日午前 9時～12時の間、
新外来診療棟一階総合案内で受付を行っております。
診療日の前日に、携帯電話等のメールにより、診療
予約の内容をお知らせするサービスです。皆様のご
登録をお待ちしています。

病院経営企画室
電算担当
075-251-5254

（２）その他のお知らせ

休　診　日　土曜日、日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
初診受付時間　午前８時４５分～午前１１時まで
※再診受付時間は、各診療科にお問い合わせください。

敷地内は全面禁煙としております。皆様のご理解とご協力をお願いします。

次　号

12月
発行予定

次　号

12月
発行予定

京都府立医科大学附属病院
〒602-8566　京都市上京区河原町通広小路上ル梶井町 465
 電話　075－251－5111（代表）
 ＨＰ　http://www.h.kpu-m.ac.jp  

病院ボランティアを募集しています。



消化器センター

　消化器センターは、消化器内科と消化器外科が同じ診
療区画で消化器疾患の診療にあたります。消化器疾患の
診断と診療の効率化・集約化を実現させることで、京都
府立医科大学関連病院の中核として消化管・肝・胆・膵
の領域における研究と臨床をリードしています。

循環器センター

　心臓血管疾患の治療には、カテーテルや手術が必要に
なることが多く、ときに一刻を争う場合があります。多
数の循環器専門医が関わり、内科・外科・看護師・技師
が協力し一丸となって緊密なチームワークのもと、安定
期の外来治療と急変時の高度心臓血管センターへの入院
治療で先端医療を患者さんへお届けしています。

小児医療センター

　小児医療センター（外来）は、腫瘍、血液、アレルギー、
循環器、腎臓、神経、内分泌・代謝、乳児発達の小児科
の高度専門領域に総合診療部を加えた内科系診療と、消
化器疾患を中心とした小児外科、先天性心疾患を中心と
した小児心臓血管外科の外科系診療部が濃密な連携のも
と診療をおこなっています。

　平成 18 年から新外来診療棟の整備を進めてきましたが、今年春に新しい外来診療棟での診
療が始まりました。
　内科・外科の枠を超えて、より高度で集約的な診断・治療が可能となるメディカルセンター
を設置し、診療科が連携したトータルな専門医療の提供により、利用される皆さんにとってわ
かりやすい診療を目指します。
　また、個室化された診察室や、ゆったりした待合スペースを整備し、気軽に待ち時間を過ご
していただけるオープンカフェやコンビニエンスストアなどもオープンしました。

　これまでの単独診療科の診察から、チーム医療を意識した臓器別・疾患別のメディカルセン
ターを設置しました。
　メディカルセンター化により、内科・外科の枠を超えて、診療科が連携したトータルな医療
を提供します。

整備の基本方針

センター化された診療科

▲小児医療センター外来は子どもたちの不安を和らげる
　ために、明るい雰囲気となるようにデザインを工夫し
　ています。

今後の予定

　今年秋には外来診療棟整備工事が完了し、脳神
経センター（脳神経外科、神経内科）、整形外科外来、
化学療法センターなどが新しい場所での外来をス
タート。小児医療センター病棟も新設。

大規模災害発生時に、救
急対応ができるよう、各
外来待合に酸素供給口を
設置

メディカルセンターによるワンストップサービス
アメニティーの向上によるゆったりとした空間・
安心できる治療環境の整備

新外来診療棟での
診療スタート
新外来診療棟での
診療スタート

メディカルセンターを設置メディカルセンターを設置1

階 メディカルセンター 診療科等

2階 消化器センター 消化器内科
消化器外科

３階

4階

呼吸器センター 呼吸器内科
呼吸器外科

循環器センター 循環器内科
心臓血管外科

腎・尿路センター 腎臓内科
泌尿器科
前立腺腫瘍センター

アレルギーセンター 各診療科の
アレルギー外来

メンタルケアセンター 精神神経科
心療内科

小児医療センター 小児科 
小児循環器腎臓科
小児外科
小児心臓血管外科

1　府民にやさしい大学病院
2　環境に配慮した施設

3　危機に強く、支えとなる建物

省エネルギー化、緑化の推進など

災害・緊急時の救急スペースの確保



エレベーターWC
階段

階段

病院サービス施設がより充実病院サービス施設がより充実2

病院玄関

総合案内

エレベーター

新外来診療棟
１階

新外来診療棟
１階

新外来診療棟
１階

病棟
地下１階

病棟へ

売店（生協病院購買部）

▲入院時に役立つ品もたくさんご用意

手づくり弁当や手づくりパンの
ほか、おむつや T字帯などの入
院時に必要な衛生用品や雑誌、
文庫、お花など幅広くお取扱い
しています。
飲料水は月替わりで特価商品も
ございます。

平　日　8：30～19：00
土日祝　9：00～16：00

カフェ　Cafe de Crie
明るい吹き抜けのフロアで、コーヒー、紅茶、ソフト
ドリンクはもちろん、パスタ、サンド、スイーツ等バ
リエーション豊かなメニューをお楽しみいただけます。
お持ち帰りもできます。

営業時間：平　日　７：00～21：00
　　　　　土日祝　８：00～18：00

コンビニ　ローソン
お弁当やお菓子などの品揃えはもちろん、病院で必
要な商品まで豊富に揃っています。
また、全国のローソンで使用できるお得なポイント
カード“Ponta”の新規会員も募集しております。

24時間営業（ATM設置）

京都府立医大病院内　郵便局
リニューアルオープンしました。
カウンタースペースが広くなり、よりご利用してい
ただきやすくなりました。

郵便・物販　平日　9：00～17：00 
貯金・保険　平日　9：00～16：00 
ＡＴＭ　　　平日　9：00～17：30

レストラン　オリゾンテ（８月下旬オープン予定）

新外来診療棟４階に、京都ホテル直営レストランがオープンします。
高級ホテルの提供する質の高いサービスをお楽しみいただけます。

京都銀行ＡＴＭ
平日　8：45～19：00
土曜　9：00～17：00

レストラン　フレール

各種定食のほか日替わりラン
チ、麺類、丼、ケーキなどもご
用意しており、ジャンルを問わ
ずお楽しみいただけます。
商品はお席までお持ちいたします。

平日　  8：30～19：30
土曜　10：30～14：00

お弁当屋さん

種類豊富なお弁当を取り揃えて
お待ちしております。
志津屋のパンや、食材や添加物
に配慮したパンも各種おいてい
ます。
人の温かさも魅力です。

平日　8：00～17：00

理髪店

管理棟１階から病棟地下へ移転
し、これまで以上に患者さんが
ご利用しやくなりました。
脱毛時などのご相談にも応じて
います。（Tel: 075-251-5957）

平日　8：00～17：30
土曜　9：00～16：00
　（第１土曜は休み）

　待ち時間をゆったりと過ごしていただけるように、新しく新外来診療棟に
オープンカフェやコンビニエンスストア、レストランがオープンしました。
　また、病棟の地下では、従来からの大学生協が運営する売店やレストラン、
お弁当屋さん、理髪店も引き続き営業しておりますので、こちらも是非ご
利用ください。

飲食　
スペース　
を併設▶

店内イメージ図（予定）▶

▲ロールカーテン
　を下ろせば個室
　にも

▲店頭のサイン
　ポールが目印

メディ　　　　チカ

エレベーター

WC

エレベーター

新外来診療棟　4階
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健康・予防
の豆知識

リハビリテーション部　連載企画

第２回　誰でもできるラクラク移乗の環境設定

①45°で接近
良い方の足をベット近くへ。

浅く座り直す
対象者：介助者の肩に両手を着く。
介助者：腰へ手を回し、片側ずつお尻を出すようにして、浅く座らせます。

良い方の足を軸に回転
介助者：上半身および膝周辺を支えます。
　　　　腰から抱えると安定します。

②浅く座り直す
浅く座り、お尻をベットに向
けて手をつきます。

③足の位置を確認
移乗し易いよう、足を少し引
き、回転させて立ち上がります。

④移乗・座位
ゆっくりとベットに腰を降
ろす。

ちょっと気に
かけるだけで
介助が楽に！

次回は
「誤嚥（ごえん）って何？」
をご紹介する予定です。

ミニ講習会では、おもに症状とその
対処法についてお話ししています。

▼これまでの内容
　症　状：がんの痛み、便秘・下痢、　
　　　　　皮膚障害、放射線性皮膚炎、
　　　　　爪の障害
　対処法：痛みの対策、
　　　　　タオル帽子の作り方、
　　　　　ハンドマッサージ、
　　　　　口腔ケア、スキンケア、
　　　　　インフルエンザ対策、
　　　　　情報の活用方法　など

　本院では、がん患者さまとご家族の皆さまのためのサロンと
して「ひだまり☆サロン」を月１回開催しています。
　サロンでは、本院の認定看護師らによるミニ講習会を行い、
がん患者さまとご家族の皆さまが、知っていたら良かったのに
と思うような情報を提供しています。
　また、本学のがん患者・家族支援検討会のメンバーも同席し、
困ったり、苦しんだりされていることなどのご相談に応じてお
り、患者さま同士の交流の場にもなっています。

院内取組紹介

がんにかかられた
患者さま・ご家族の皆さまをサポート！！ 

■
 がん患者・家族支援

検討

会
 ■
 

どんな話が聞けるの？

原則、毎月第１水曜日13:30～15:00
に、新外来診療棟１階カンファレンス
ルームにて開催しています。
各回のテーマ等は１階総合受付付近の掲示
板と各病棟の掲示板に掲示しています。
詳細は、がん相談支援窓口
（075）251-5283（担当 : 釣川）
までお尋ねください。

開催時間・場所と
今後の予定は？

▲5月 11日は病院長と看護部長が直接お話を
　お伺いしました。

他医療機関で診療を受けていらっしゃる
方も含め、誰でも自由にご参加いただけ
ます。
資料等準備の都合上、事前に上記担当ま
でご連絡いただけるとありがたいです。

参加条件は？府立医大病院で診療
を受けていないといけない ?

多くの方々のご参加を
お待ちしています!!

本院スタッフを福島県等の被災地へ派遣しました
　本院は、医師会・京都府等と協
力し、発災直後の３月12日から医
師、看護師、理学・作業療法士、薬
剤師、放射線技師など延べ約
150日、428人を派遣、被災地の
医療支援にあたりました。（平成
23年7月27日現在）

公立大学附属病院へ物資支援を行いました
　公立病院として日頃から協力関係にある福島
県立医科大学附属病院からの要請により、ポケッ
ト放射線量計100個を贈呈しました。

本院の防災への備えを強化しました！
　被災時、電力・水の確保は非常に大切です。
　本院では、災害により電気の供給が止まった場合に備え、新
外来診療棟の整備に合わせ24時間持続可能な自家発電装置
を更新しました。
　また、飲料、医療用水の確保のため非常時でも対応可能な濾
過装置を整備しております。

仙台市若林地区救助現場救護所にて▲

ポケット放射線量計▲◀塩釜市内避難所での巡回診療の様子

▲（左・右上）自家発電装置
　（右下）濾過装置

自分でできる方は… 腰回しの回転角度はできるだけ小さくしましょう！

介助が必要な場合は…

45°

ひ
だまり

サ
ロ ン

つり  かわ

左のお尻を
前へ

右のお尻を
前へ


